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日本全土でのオスプレイ飛行訓練に反対しよう！
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オスプレイ飛行訓練反対！





８月１８日、多くの国民の反対の声を踏みにじり、欠陥機オスオプレイが三たび厚木基地に飛来しようとしています。沖縄にオスオプレイ２４機を配備した米軍は、住宅密集地の頭上で轟音をまき散らしながら１万回以上にもおよぶ超低空飛行訓練を強行。いま、日本全土で訓練を強行するために、岩国や厚木、キャンプ富士などに相次いでオスプレイを飛来させています。


オスオプレイは、これまで沖縄に配備されていたヘリコプターに比べると、行動半径が約４倍、最大速度は約２倍、搭載量は約３倍です。日米両政府は、オスオプレイの導入によって対地攻撃能力を一挙に高め日本全土の基地機能を高度化するために、飛行訓練を強行しようとしているのです。


私たち社民党は、オスプレイ飛行訓練に断固として反対する！


８･１８、８･２３厚木現地集会に結集しよう！





日本全土の前線基地化





安倍政権は｢沖縄の負担軽減｣を口実に米軍の日本全土でのオスプレイ飛行訓練を容認。自衛隊にも１７機

















のオスオプレイを導入し、本土基地数カ所に格納庫を建設し米軍と共同で使用しようとしています。


すでに自衛隊は、リムパックなど米軍指揮下での統合軍事演習においてオスプレイの実戦訓練を開始しています。


しかも、日米両政府は、普天間基地の移設を口実にして、辺野古にオスプレイだけでなく大型強襲揚陸艦が接岸できる｢巨大な悪魔の要塞基地｣(７･１８名護･ヘリ基地反対協議会声明)建設を強行しようとしています。


そのために、安倍政権は沖合２㎞を立ち入り制限水域に閣議決定し、辺野古基地建設に反対する沖縄の人々の抗議行動に対して刑事特別法を適用するばかりか、海上自衛隊掃海母艦をさしむけ武力による弾圧を加えようとしています。(裏面参照)


また、米軍は沖縄配備の空中給油機を岩国基地に移すなど、岩国を極東最大の基地に変えようとしています。


日米両政府は、日米安保同盟をＮＡＴＯ型の軍事同盟につくりかえ、米日両軍がアジア地域ばかりでなく｢地球の裏側｣でも戦争する、その｢かなめ石｣として沖縄を始め日本全土の基地を強化しようとしているのです。


日本を再び｢戦争する国｣にしてはならない。





｢戦争をさせないかながわの会｣結成集会に参加を！





政府･防衛省は、８月５日に発表した｢防衛白書｣に集団的自衛権の行使容認を明記。集団的自衛権行使容認の閣議決定を既成事実化し、｢日米防衛協力の指針(ガイドライン)｣に集団的自衛権行使容認を盛り込み、さらに関連諸法を改悪しようとしています。


すでに日本政府は、米陸軍司令部のあるキャンプ座間に陸上自衛隊指令部を、米空軍司令部のある横田基地に航空自衛隊司令部を移し、自衛隊と米軍との一体化を進めています。


日本を再び｢戦争する国｣にさせないために、８・２８｢戦争をさせないかながわの会｣結成集会(神奈川県民センター、１８時半)に参加しよう！





ヒバクシャ支援カンパご協力ありがとうございました





８月３～４日川崎駅で、米軍が広島･長崎に投下した原爆で被爆された方々への支援をお願いしたところ、2,715円のカンパが寄せられました。これと合わせて5,000円を、原水禁世界大会に参加される原水禁神奈川の代表に託しました。
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８月８日付『琉球新報』社説は、安倍政権が反対運動を弾圧するために海上自衛隊掃海母艦の派遣を検討していることを報じています。以下、それを紹介します。





海自艦出動


武力で県民恫喝する野蛮





中世の専制君主国と見まがうありようだ。何という野蛮な政府か。


米軍普天間飛行場の名護市辺野古への移設強行の前段である海底ボーリング調査に向け、政府が海上自衛隊の掃海母艦｢ぶんご｣の派遣を検討していることが分かった。


移設反対派の市民を武力で恫喝(どうかつ)する狙いであるのは明らかだ。


政府は沖縄を、軍が市民を威嚇してよい地域と見なすということだ。そんなことを実行してしまえば政府と沖縄が抜き差しならぬ対決局面に入ることを、安倍政権は知るべきだ。


｢ぶんご｣は前甲板に速射砲を持ち、重機関銃数丁を格納する。掃海母艦との名称はあるが、攻撃能力を見れば事実上、軍艦だ。











それに対し、移設反対の住民は暴動どころか破壊活動一つ行っていない。武器一つ持たず、非暴力に徹している人々だ。その“丸腰”の市民に軍艦を差し向けるという。市民を、交戦中の敵国の軍のように見なすということだ。


政府は機関砲なども装備する海上保安庁の巡視船も全国から総動員している。中立の第三者として不測の事態に備えただけの前回と異なり、海保も明らかに市民弾圧に転じている。それに加えて軍も出動する。安倍晋三首相は｢地元に丁寧に説明し、理解を求める｣と言うが、実態はこの強権ぶりだ。しらじらしいにも程がある。


｢銃剣とブルドーザー｣で無理やり土地を接収し、基地を造った米軍占領統治下と何が違うのか。


そもそも市民運動の抑圧に自衛艦を投入することに法的妥当性はあるのか。防衛関係者は｢国の施策に資する場合、あらゆる事態に対応できる｣という理屈を持ち出すが、それが許されるなら、どんな政策についても軍の出動が可能ということになる。





米軍機の飛行差し止めを求める


８．２３神奈川集会


日時　２０１４年８月２３日（土）１５：３０～


場所　やまと公園


（相鉄･小田急大和駅下車徒歩5分）





厚木基地へのオスプレイ飛来反対


8．18現地抗議集会


日時 2014年8月18日（月）１２：３０～


場所 厚木基地北側滑走路(線路際)


相鉄相模大野駅下車徒歩１０分








主催　厚木基地爆音防止期成同盟、


第四次厚木爆音訴訟団、


神奈川平和運動センター、


基地撤去をめざす県央共闘会議








東村高江のヘリコプター着陸帯建設現場近くでも倒錯がまかり通る。県道の路側帯で阻止行動をする住民を排除するため、路側帯を米軍専用区域に変更するという。政府のやりたいことのために法的規定の方を変えるというわけだ。およそ法治国家とは思えない。


県道の路側帯を県民が通れない、車道に出て歩くよう求める。そんな県道が沖縄以外のどこにあるか。


｢琉球処分｣の際、明治政府は官吏と軍人を差し向け、併合に反対する市民を逮捕、拷問した。住民に軍を対峙(たいじ)させようとする今の政府の姿はそれと二重写しになる。














